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③
親
睦
を
深
め
て 

第
2
回
和
水
町
分
館
親
善
ペ
タ
ン
ク
大
会 

④
長
年
の
功
績
を
た
た
え
て 

第
95
回
熊
日
緑
の
リ
ボ
ン
賞
受
賞 

⑤
か
け
声
あ
わ
せ
て
！ 

第
5
回
　
和
水
川
舟
ペ
ー
ロ
ン
大
会 

　
７
月
29
日
（
日
）
、
江
田

の
菊
池
川
で
、
第
５
回
和
水

川
舟
ペ
ー
ロ
ン
大
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。 

　
町
民
が
川
に
親
し
む
き
っ

か
け
づ
く
り
と
し
て
、
小
学

生
、
中
学
生
、
女
性
、
一
般

の
４
部
門
に
37
チ
ー
ム
（
総

勢
４
２
０
名
）
が
参
加
し
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
競
技
は
、
船
頭
、
舵
取
り
、

漕
ぎ
手
の
10
人
１
組
（
小
学

生
は
12
人
）
で
往
路
１
５
０

ｍ
、
復
路
１
０
０
ｍ
の
２
５

０
ｍ
の
コ
ー
ス
を
２
回
漕
ぎ
、

合
計
タ
イ
ム
を
競
い
ま
し
た
。

船
頭
が
持
つ
ド
ラ
の
音
に
合

わ
せ
、
息
の
合
っ
た
操
船
を

見
せ
る
チ
ー
ム
が
あ
る
一
方
、

な
か
な
か
真
っ
直
ぐ
に
進
ま

な
い
船
や
折
り
返
し
に
手
間

取
る
船
も
あ
り
ま
し
た
が
、

観
客
の
声
援
を
受
け
な
が

ら
力
強
い
レ
ー
ス
が
行
わ

れ
て
い
ま
し
た
。 

「
結
果
」
　
優
勝
チ
ー
ム 

・
小
学
生
の
部 

　
菊
水
中
央
小
学
校
Ａ 

・
中
学
生
の
部 

　
金
歩
マ
リ
ン
ズ 

　
（
菊
水
中
学
校
３
―
１
） 

・
女
性
の
部 

　
チ
ー
ム
『
く
ら
』 

・
一
般
の
部 

　
小
原
同
志
会 

※
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事

業
で
川
舟
等
を
整
備 

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
健
全

な
発
展
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

助
成
事
業
に
よ
り
、
新
し

く
川
舟
を
４
曹
・
ラ
イ
フ

ジ
ャ
ケ
ッ
ト
等
を
整
備
し

ま
し
た
。 

　
こ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助

成
事
業
は
、
宝
く
じ
普
及

広
報
事
業
費
を
財
源
と
し

て
財
団
法
人
自
治
総
合
セ

ン
タ
ー
が
助
成
決
定
を
行

う
も
の
で
、
今
後
の
川
舟

ペ
ー
ロ
ン
大
会
の
益
々
の

活
性
化
が
期
待
さ
れ
ま
す
。 

　
平
成
19
年
8
月
19
日
（
日
）
、
和
水
町
総

合
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
お
い
て
『
第
２
回
和
水
町

分
館
親
善
ペ
タ
ン
ク
大
会
』
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。 

　
今
回
は
昨
年
よ
り
も
多
い
２
４
６
チ
ー
ム
・

総
勢
８
９
６
名
の
参
加
の
も
と
、
16
パ
ー
ト

で
実
施
。
な
か
な
か
的
に
寄
ら
ず
に
悪
戦
苦

闘
す
る
チ
ー
ム
が
い
る
な
か
、
上
手
に
敵
の

玉
を
弾
い
た
り
す
る
チ
ー
ム
も
お
り
、
み
な

さ
ん
そ
れ
ぞ
れ
思
い
思
い
に
ペ
タ
ン
ク
を
楽

し
ん
で
親
睦
を
深
め
て
い
ま
し
た
。 

※
各
パ
ー
ト
優
勝
チ
ー
ム 

Ａ
　
野
田
Ｂ
　 

Ｂ
　
板
楠
西
Ｅ 

Ｃ
　
和
仁
Ｂ
　 

Ｄ
　
下
平
野
Ｄ
　
　 

Ｅ
　
和
仁
Ｃ
　
　
　 

Ｆ
　
西
口
Ａ
　
　
　 

Ｇ
　
本
村
Ａ
　
　
　 

Ｈ
　
板
楠
東
Ｂ 

Ｉ
　
上
岩
Ｃ 

Ｊ
　
板
楠
西
Ｃ 

Ｋ
　
山
十
町
Ａ 

Ｌ
　
鴬
原
Ｄ 

Ｍ
　
中
和
仁
Ｃ 

Ｎ
　
西
口
Ｃ 

Ｏ
　
下
大
田
黒
Ｃ 

Ｐ
　
東
吉
地
Ａ 

うまく玉寄るかなぁ～ 

　
長
年
に
わ
た
り
地
域
で
奉
仕
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
人
た
ち

を
た
た
え
る
「
熊
日
緑
の
リ
ボ
ン
賞
」
に
本
町
の
『
戦
国
わ
ら
じ

の
会
』
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。 

 

『
戦
国
わ
ら
じ
の
会
』
は
、
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
昔
の
伝
統
文
化
の

保
存
・
継
承
を
目
的
に
、
70
歳
代
か
ら
90
歳
代
の
高
齢
者
を
中
心

に
、
交
通
安
全
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
ミ
ニ
わ
ら
じ
や
正
月
の
し
め
縄

の
贈
呈
な
ど
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

毎
年
２
月
に
開
催
さ
れ
る
戦
国
肥
後
国
衆
ま
つ
り
や
水
戸
黄
門
で

お
馴
染
み
の
京
都
の
撮
影
所
な
ど
に
も
わ
ら
じ
が
使
用
さ
れ
る
な

ど
、
幅
広
く
活
動
さ
れ
て
お
り
ま
す
。 

　
受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

受賞の報告に訪れた『戦国わらじの会』 
のメンバー 

競技の様子（小学生の部） 
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⑥
歩
い
た
!
歩
い
た
!

和
水
町
　
豊
前
街
道
を
歩
く
会 

　
８
月
９
日（
木
）か
ら
８
月
11
日
（
土
）

に
か
け
て
、
「
和
水
町
　
豊
前
街
道

を
歩
く
会
」
の
旅
（
熊
本
城
か
ら
和

水
町
ス
カ
イ
ド
ー
ム
２
０
０
０
ま
で

約
37 
ｋｍ
、
二
泊
三
日
の
旅
）
が
行
わ

れ
、
町
内
の
小
学
６
年
生
35
名
が
、

江
戸
時
代
に
細
川
公
ら
が
参
勤
交
代

で
使
っ
た
豊
前
街
道
を
歩
き
ま
し
た
。 

　
和
水
町
に
あ
る
国
指
定
史
跡
『
腹

切
坂
』
で
は
、
「
台
地
平
場
（
原
）
の

終
わ
り（
切
り
）
の
坂
」
か
ら
腹
切
坂

と
言
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
説

明
が
あ
り
、
子
ど
も
達
は
熱
心
に
説

明
を
聞
い
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
御

茶
処
と
し
て
殿
様
も
休
息
し
た
『
光

行
寺
』
で
は
、
実
際
に
御
茶
や
饅
頭

を
食
べ
な
が
ら
、
休
憩
を
し
て
旅
の

疲
れ
を
癒
し
て
い
ま
し
た
。 

　
豊
前
街
道
を
歩
い
た
子
ど
も
達
は

歴
史
を
学
ぶ
と
共
に
、
こ
の
夏
休
み

に
大
変
貴
重
な
体
験
が
で
き
た
こ
と

と
思
い
ま
す
。 

　 日
程
表
（
約
37
�
） 

●
一
日
目
（
熊
本
〜
植
木
）
約
12 
km

　
熊
本
城
〜
一
里
木
跡
〜
御
馬
下
の

角
小
屋
〜
二
里
木
跡
〜
植
木
天
満
宮

〜
植
木
小
学
校
泊 

 

●
二
日
目
（
植
木
〜
山
鹿
）
約
15 
km 

　
三
里
木
跡
〜
光
勝
寺
〜
放
牛
地
蔵

〜
四
里
木
跡
〜
佐
々
塚
〜
五
里
木
跡

〜
六
里
木
跡
〜
山
鹿
市
勤
労
青
少
年

ホ
ー
ム
泊 

 

●
三
日
目
（
山
鹿
〜
和
水
）
約
10 
km 

　
七
里
木
跡
〜
腹
切
坂
・
光
行
寺
〜

八
里
木
跡
〜
ス
カ
イ
ド
ー
ム
２
０
０
０ 

殿様の休憩処、光勝寺にて 

今から出発。楽しみ半分
、不安半分… 

暑い中、頑張って歩いてます！ 

あとどのくらいあるの～ 

見て、この真剣な表情
 

明徳官軍墓地で西南戦争の話を聞きました 

豊前街道一の難所の『腹切坂』 

テレビ局のお姉さんにインタビ
ューされました☆ 

夏はスイカで決まり！おいしかった～ 

やったぁ！最後まで歩いたわ♪ 
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